
【問題と目的】
　近年、少子化・核家族化が進み、子ども同士の
かかわりや親同士が出会う場が限定され、家庭の
中で親子が密着しやすい現状があり、プレ幼稚園
等、就園前から集団活動への準備をする家庭が増
加している。このような中で、就園前の集団活動
では「親子分離」が重要視され、「親と離れるこ
と」が親子にとって大きな課題、負担となってい
る。しかし、本研究者は、就園前の幼児グループ
活動に参加する中で、母子分離には様々な過程が
あることを体験し、この時期の集団活動は親子が
相互に自立するために大変重要ではないかと考え
た。さらに親子が分離する過程には、親子の「愛着」
が影響するのではないか、と考えた。以上を踏ま
え、子が親から離れて初めて集団活動を体験する
過程には、相互の自立に向けて親子分離不安を体
験する過程があるのではないか、分離不安から安
定・自立が促されるには、安全基地の役割、すな
わち愛着の質が大きく影響するのではないか、と
仮定し、幼児の集団活動における親子関係の変化
について、特に分離不安と親子の関係性の発展に
焦点を当て、検討する。なお、本研究の対象は「母」
を含む「親」とする。子を養育し親的役割を取る
人を「親」と表記する。

【方法】
（1）文献研究（2）予備的研究（参加観察・ビデ
オ記録、聞き取り調査）:［対象］未就園児を対象
とした幼児グループ活動（20XX･20YY 年度、各
20回）から、母子分離に課題を持つ3組の母子。［分
析方法］関係学の概念及び M-GTA を用い、分

析・考察。なお、本研究はあらかじめ保護者から
の了承を得、個人が特定されない様、倫理的な配
慮を行っている。（3）質問紙調査 :［対象］幼稚
園に通園している年少・中児の保護者 : 回答者は
母に限定せず父、祖父母の場合も含む（319 枚配
布・有効回答数 188 通・回収率 59％）。［分析方
法］主因子法・バリマックス回転を用いて因子分
析、クロス集計後（下位尺度得点を算出。その平
均値を高郡と低郡に分類）のχ2 検定、残差分析
を行い、予備的研究から設定された仮説を検証す
る。［質問紙の内容］フェイスシート、西澤（2011）
による幼児用不安傾向尺度から作成した『子ども
の集団・生活における親子分離尺度』、愛着Qソー
ト法（42 項目版）（近藤 ,1998）・尾崎ら（2008）
の尺度から作成した『子どもの親への愛着尺度』、
水野（1998）の母親の分離不安・子どもにとって
の分離必要感尺度と塩崎ら（2006）の母親の分離
不安尺度から作成した『親の子どもとの分離意識
尺度』、永田（2008）の母親愛着尺度から作成し
た『親の子どもへの愛着尺度』、手島ら（2003）
の育児ソーシャル・サポート尺度・寺見ら（2008）
の地域支援活動参加尺度から作成した『第三者の
存在尺度』を使用。それぞれ子のはじめての集団
体験について回答を求めた。

【結果と考察】
（1）文献研究から、尾崎（2003）や角張（2004）
の研究を参考に、親子分離とは、身体的・心理的
接触を必要とする発達段階において親子が分離
すること、さらにその分離は、集団活動において
親と子の自立を目指した分離であり、親子分離は
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親子が相互に自立するための体験であると定義し
た。また、尾崎（2001）や河村ら（1999）の研究
を参考に、分離不安とは、集団において子が親か
ら自立する過程で親を喪失するかもしれないこと
に対する不安、集団に対する不安から親との関係
が密着することであると定義した。

（2）Ⅰ . 参加観察研究から、1. 行きつ戻りつのか
かわりの中で母を安全基地とし、徐々に母子分離
が促進されること　2. 母子の密着した内在的かか
わりや集団の存在が子の安全基地の確認を増幅さ
せると同時に母子分離不安を生じさせること　3．
母のかかわりの変化を契機とし母も子と共に成長
する関係へと発展すること　4．母子各々の集団
活動存在、発展が母の子を内接的・外接的・接在
的に捉える視点を育み、母子分離も促進されるこ
との以上 4点が考察された。Ⅱ . 聞き取り調査（図
１．）から、1．妊娠以前の想い、妊娠、出産、育
児の時期において子との生活を送る中で、母の身
体状況等のリスクを乗り越えながら母子の関わり
が発展すること　2．その発展に心の支えになる
存在や集団等の第三者的存在が重要な役割を果た
すこと　3．以上のプロセスを経て母の意識や行
為が変化し、母子分離が促されることの以上 3 点
が考察された。Ⅲ . 以上予備的研究より、初めて
の集団における母子分離は、①母からの「かけが
えのない存在への愛着」が基盤となるのではない
か　②子が母を「安全基地」として拠り所とする
ことが双方の分離を促進するのではないか　③分
離不安には子の不安のみでなく、相互の不安も伴
い、その不安は複合的でその過程には様々なパ
ターンがあるのではないか　④日々の生活や集団
における子の成長、変化が母子関係の変化、分離
を促すのではないか　⑤母子（二者）間の安定し
た愛着、安全基地の確立、関係性の発展には第三
者の関わりが重要なのではないかという 5 点が仮
説として設定された。

（3）質問紙調査から、Ⅰ . 各尺度の因子分析を行っ
た結果、『子どもの集団・生活における親子分離
尺度』: 第 1 因子（a＝ .881）「安定分離」、第 2
因子（a＝ .878）「分離不安」、第 3因子（a＝ .553）
「場面不安」と命名。『子どもの親への愛着尺度』:
第 1 因子（a＝ .762）「接近・親密」、第 2因子（a

＝ .613）「分離・自立」と命名。『親の子どもとの
分離意識尺度』：第１因子（a＝ .813）「密着・親
密」、第 2 因子（a＝ .635）「分離肯定感」、第 3
因子（a＝ .689）「分離不安・依存」と命名。『親
の子どもへの愛着尺度』: 第 1 因子（a＝ .751）「不
安」、第 2 因子（a＝ .745）「愛着」と命名。『第
三者の存在尺度』: 第 1 因子（a＝ .808）「支援す
る他者」、第 2 因子（a＝ .840）「配偶者の理解」、
第3因子（a＝ .873）「コミュニケーションの理解」、
第４因子（a＝ .897）「仲間との活動の場」と命名。
Ⅱ．χ2 検定、残差分析の結果（図 2．）、仮説① :
親の「愛着」と「分離肯定感」（p ＜ .01）の関連
性は有意。しかし、親の「愛着」と子の「安定分離」
（p ＝ .613）「分離自立」（p ＝ .478）の関連性は有
意でない。従って、親の子への愛着の度合いが強
ければ、親の分離肯定感を促進する傾向があるが、
子の安定分離、分離自立との関連性は少ないこと
が明らかとなった。よって、仮説①の一部を支持
する結果である。また、親の子への愛着の在り様
は、子の成長、発達に伴い、変化、発達する。仮
説② : 子の「分離自立」と「安定分離」（p＜ .01）、
子の「分離自立」「安定分離」と親の「分離肯定感」
（p＜ .01）（p＜ .01）の関連性はそれぞれ有意。従っ
て、親から子の分離、自立が促されるには、子が
安心して分離できること、及び親が分離に対して
肯定感を持つことに関連する傾向、親の分離肯定
感は子どもの安定分離、自立を促進する傾向があ
ることが明らかとなった。よって、仮説②を支持
する結果である。仮説③ : 親の「分離不安・依存」
と「不安」（p ＜ .01）子の「分離不安」（p ＜ .01）
の関連性はそれぞれ有意。従って、親の分離不安・
依存の度合いが強ければ、親の子との関わりに対
する不安を促進し、さらに子の分離不安も促進す
る傾向があることが明らかとなった。また、親の
「愛着」と子の「接近・親密」（p＜ .01）親の「密着・
親密」（p＜ .01）、子の「接近・親密」と親の「密
着・親密」（p＜ .01）、親の「密着・親密」と「分
離不安・依存」（p＜ .01）の関連性はそれぞれ有意。
従って、親の子への過度な愛着は、子の過度な接
近行動、子への密着的なかかわりを促進し、親の
分離不安を生じさせる傾向があることが明らかと
なった。以上 2 点より、仮説③の一部を支持する
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結果である。仮説④ : 子の「安定分離」「分離自立」
と親の「分離肯定感」（p ＜ .01）（p ＜ .01）の関
連性は有意。従って、子が安定分離、自立してい
く程、親の分離肯定感は促進される傾向が明らか
となった。よって、仮説④を支持する結果である。
仮説⑤ :「配偶者の理解」「支援する他者」と親の

「不安」（p＜ .01）（p＜ .05）、親の「愛着」（p＜ .05
（p ＜ .05）、親の「分離肯定感」（p＜ .05）（p＜ .05）
の関連性はそれぞれ有意。従って、配偶者の理解
や支援者の存在は、子との関わりへの不安を減少
させ、親の愛着、分離肯定感を促進する傾向があ
ることが明らかとなった。また、親の「仲間との
活動の場」と「分離肯定感」（p ＜ .05）の関連性
は有意。仲間との活動の場は、親の分離肯定感を
促進する傾向があることが明らかとなった。以上
2点より、仮説⑤を支持する結果である。その他 :
親の「仲間との活動の場」と「不安」（p ＜ .05）
の関連性は有意。従って、親の仲間との活動は、
子育てに対する新たな不安や心配も生じさせる傾
向があることが明らかとなった。以上より、1. 親
の子への愛着は、親の分離肯定感を促進する一方
で親の分離不安も生じさせること　2. 親の仲間と
の活動は、親の分離肯定感を促進する一方で新た
な不安や心配を生じさせること　3. 集団における
親子の安定分離、自立は愛着の質、すなわち子が
親を安全基地として拠り所にできるような関係性
にあること、また、親が子の自立を肯定的に捉え
ることができること等が影響することの 3 点が考
察された。

【総括的考察】
　子がはじめての集団で親から分離、自立してい
くには、①現在の親子の関係性を捉え、相互の分
離不安が生じる過程を肯定的に受け入れられるこ
と　②子にとって親が安全基地となること　③第
三者の存在、すなわち親にとって身近で心の支え
となる存在、仲間との活動の場が重要であること
が明らかとなった。
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図 1．母子の愛着と母子の関係の変化

図 2．集団における親子分離とその関連要素
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